
日本大学
生物資源科学部 校 友 会 会 報

２００４　第57号
Ａ　本館
Ｂ　12号館
Ｃ　大講堂・体育館
Ｄ　学生サークル棟（S.U.B）
Ｅ　学生食堂棟・NUSCホール
Ｆ　10号館
Ｇ　図書館
Ｈ　４号館
Ｉ　６号館
Ｊ　７号館
Ｋ　５号館（短大棟）
Ｌ　実験動物研究センター
Ｍ　資料館
Ｎ　１号館
Ｏ　２号館
Ｐ　３号館
Ｑ　アニマルメディカルセンター（動物病院）
Ｒ　海洋生物実験センター
Ｓ　森林科学実験実習センター
Ｔ　乳製品実験実習センター
Ｕ　食品加工実習センター

平成16年度総会・懇親会 ............................................ 2
改革の原点............................................................................... 2
学部校友会会則改正について ................................ 3
農学校友会（植物資源科学科）.............................. 4
紫友会（農芸化学科）..................................................... 4
角笛会（獣医学科）.......................................................... 5
満喜葉会（動物資源科学科）................................... 5
いもづる会（食品経済学科）................................... 6
あすなろ会（森林資源科学科）.............................. 6
桜水会（海洋生物資源科学科）.............................. 7
工学会（生物環境工学科）......................................... 7
ＦＴ会（食品科学工学科）......................................... 8

拓友会（国際地域開発学科）................................... 8
むつあい会（短期大学部農学科）........................ 9
生活環境学科校友会

（短期大学部生活環境学科）........................ 9
応用生物科学科校友会

（応用生物科学科）..................... 10
平成15年度校友会会計決算および
平成16年校友会会計予算 ................................... 10

支部だより ............................................................................ 10
校友だより ............................................................................ 11
校友会役員・事務局名簿 ......................................... 12

《目　　　　次》

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｂ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｄ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｅ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｆ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｇ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｇ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｈ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｈ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｉ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｊ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｋ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｌ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｍ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｎ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｏ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｐ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｑ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｒ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｔ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校 

Ｕ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ 

Ｉ 

Ｊ 

Ｋ 

Ｌ 

Ｍ 

Ｎ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｑ 

Ｒ 

Ｓ 

Ｔ 

Ｕ 

藤沢高校藤沢高校 藤沢高校 



日本大学生物資源科学部校友会会報平成16年10月１日 第57号

―― 2 ――

平成16年度総会・懇親会が７月10日（土）
日本大学生物資源科学部本館３階中講堂１
（総会）および食堂棟（懇親会）において開
催されました。総会では本江事務局長の開会
の辞に続き、茂澤 杲会長が挨拶され、校友
会の今後の在り方、本部校友会の校友と準会
員に対する運営方針等について説明がありま
した。議長選出では石川稔矩氏（植物）を選
出し、議事へと移り、本江事務局長による平
成15年度一般経過報告と正会員（81,813名）
および準会員数（7,288名）等について報告
があり、異議なく承認されました。平成15年
度決算報告では千野会計担当より、平成15年
度入学の学生1,842名分の校友会費が本部校
友会から還付されたこと、および平成15年度
収入22,489,651円、同支出17,863,587円に係わ
る内容について説明がなされた後、会計監査
３名の代表として西山栄一氏から帳簿・領収
書等について適切に処理されている旨の監査
報告が行われました。これに対し、残高証明
の取得、資産の確認月日、今後の決算処理方
法等について審議された後、決算が承認され
ました。なお、決算に関する事務処理法につ
いて今後の改善を求める提案がありました。
また、平成16年度事業計画（本江事務局長）
に続き予算案（千野会計担当）について説明
があり、昨年変更された日本大学校友会会則
に対応し、予算案・収入の部における「入会
金」を「会費」へと名称変更するとともに、
支出の部における事業費に「広報委員会・総
務委員会・財務委員会」を新設すること、還
付金からの分会交付金は本年５月１日現在の
１年次と２年次在学生数として算出すること
などが提案され、承認されました。

学部校友会会則の改正については村田総務
委員長より、一昨年の総会で提案された略称
の廃止、校友会組織の活性化をはかるため新
たに常任幹事を設けること、従来の会則にお
ける印刷ミスの訂正などが提案され、異議な
く承認されました。（新会則はp３参照）
その他、過日設立申請のあった宮城県支部
について、設立趣旨書および会則を基に、茂
澤会長より説明があり、従来の支部に宮城県
支部（支部長 昭和41年卒小野 隆氏、会員数
430名）を加えることが提案され、承認され
ました。
村田副会長による閉会の辞の後、会場を学
生食堂２階に移し、来賓、会員併せて約120
名による懇親会が開催されました。
懇親会は本江事務局長の司会・進行のも

と、茂澤会長挨拶に続き、ご来賓の方々より
数多くのお祝辞を頂戴致しました。始めに日
本大学副総長　小野沢工学部教授より、本学

はあらゆる分野を包含する総合大学である
が、各学部が分散して立地していることが弱
点となっていたが、IT技術の利用により、そ
の弱点が補われるようになったこと、および
近年の競争的資金獲得に生物資源科学部は非
常に良く対応している事などから、さらなる
発展が期待できるとのお言葉を頂きました。
また、本部校友会事務局　呉屋正盛氏より校
友会の制度改革を機に校友諸氏の協力によ
り、校友会館建設の推進を図ること、酒井学
部次長より、生物資源科学部における教育・
研究に関する現状と将来についてお話頂いた
後、松橋学部事務局長の発声によって乾杯が
行われました。さらに、司会より佐久間勇次、
島津 正両会員が叙勲されたことが報告され、
両会員に茂澤会長より記念品が贈呈されるな
ど、和やかな雰囲気のもと楽しいひとときを
過ごしました。

平成16年度総会・懇親会開催される

懇親会に出席して下さった来賓の方々

改革の原点
日本大学生物資源科学部校友会

新しい日本大学校友会が発足して、早や３
年が経ちました。先に日本大学生物資源科学
部校友会会報第55号にタイトルとして、日本
大学校友会の抱負で記述し、その基本的改革
の骨子について詳報しました。さらに第56号
では、日本大学校友会の新機軸と題して、今
後どの様に工夫してゆくか、可成り具体的に
説明しました。然しながら、この改革には、
率直にいって学部校友会の運営に大きく影響
し、これからの活動事態に憶測と危惧を呼び、
一時混迷すら生じました。私達は、総務・財
務・広報の三委員会が中枢となり、これが諸
案について、再三再四英知を出し合い検討を
重ねつゝ最終的には、合同委員会で調整し諒
承するところを決めて、幹事会に上提すべく
果敢に活動を続けています。
ご承知の通り７月10日に、学部校友会の総

会長　　茂 澤　杲
会・懇親会が開催されました。ご来賓として、
大学から小野沢元久副総長・学部から酒井健
夫次長・校友会本部から呉屋正盛校友課長は
じめ、他学部校友会からは法学部・経済学
部・商学部・通信教育部・医学部・歯学部・
薬学部・理工学部・工学部・生産工学部の会
長副会長のご臨席を得ました。また大きな組
織母体からは、日本大学校友会神奈川支部神
谷光徳支部長・日本大学校友会東京都第四支
部藤井昭三副支部長はじめ、多数の恩師の先
生方もご来賓としてご光臨頂き、お陰様で盛
会裡に過ごすことが出来ました。その折、お
心のこもったお祝詞を頂戴し厚くお礼申し上
げます。なお、準会員のご協力を得ましたこ
とにも、併せて深く感謝致します。また、７
月11日に宮城県支部（小野隆会長）が、仙台
ガーデンパレスで設立総会を開催され、誠に

喜ばしいことです。これからのご発展を祈念
申し上げました。これで学部支部は９支部に
なりました。
前後しますが、改革というと何もかもぶち
毀してゆくという錯覚があります。諸問題の
発生には、通常委員会で検討し、そこで集約
したものを幹事会で諒解決定し、更に総会で
承認と進むわけです。そして結束して、より
よい校友会創製に励まねばと思います。
常に思うことは、尊大な不言実行より、謙
虚な有言実行が校友会の姿勢に相応しいと考
えます。そして学部校友会は、一層組織を強
固に母校の意を体し、支援するは勿論、校友
一人一人のもつ共通認識を拡大してゆけば、
右顧左眄することなく実りある改革の成果が
得られると思います。
特に、新しい制度としての正会員・準会員
の登録制が円滑に機能するようまず卒業生で
ある校友が、率先して正会員になって頂くこ
とを幾重にもお願いしたいと思います。
終わりに、校友各位の益々のご健勝ご活躍
を心から祈念申し上げます。
（日本大学評議員・日本大学校友会副会長）
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日本大学生物資源科学部校友会会報平成16年10月１日 第57号

―― 3 ――

Ⅰ　概要（会則改正の必要性と検討経緯）
学部校友会では、日本大学校友会の改革に
先がけて、準会員への校友会PR、正会員へ
のサービス向上、事務運営の円滑化等につい
て熱心な討議を重ねて参りました。そして平
成14年度、これらの学部校友会の抱える諸問
題を整理し、検討、解決、改善していくため
に、幹事会において、総務、財務および広報
の三つの運営委員会を立ち上げ、個々のテー
マについて検討していくことが決定されまし
た。検討していくなかで、これまで慣例的に
取扱われていたことや、組織はできても明確
な分掌事項が整理されていないことが円滑な
校友会運営の大きな支障となっていることが
判ってきました。具体的には分会長会が慣例
的に開催され、重要な審議等を行ってきまし
たが、会則にはその位置付けが一切記されて
いないこと、また、三つの運営委員会を立ち
上げましたが、それぞれの分掌業務について
の明確な細則や内規等が整理されていないこ
と、企画から運営まで学部教職員から構成さ
れる事務局まかせであること等、早急に改善
していくことが必要であると共通認識し、改
善策の検討を再出発するよう幹事会において
合意形成がなされました。

種々の課題のなかで、総務委員会に諮問さ
れた事項は大きく以下の二点でありました。
①　校友会運営の円滑化についての施策
②　①に関する会則、諸規定、内規等の整
備、改正（案）の作成

これらについて総務委員会では、平成15年
12月の幹事会以来、各分会から選出された委
員の御努力により精力的に委員会を重ね、平
成16年３月末日に総務委員会の成案をまとめ
ました。そして、その成案について財務、広
報との合同委員会を開催、審議し、修正を加
えて、平成16年６月の幹事会に図り、平成16
年７月10日総会に上提し、原案どおり可決承
認されました。

Ⅱ　主な会則改正事項
校友会の運営を円滑にできるように、実質
的な執行機関の役割を担う『常任幹事会』を
新たに設置しました（組織図参照）。
常任幹事会は、会長、副会長、代表幹事、

および事務局長で構成し、校友会の中心的活
動を行う組織としました。そして、副会長は
各分会長が就任、会長、代表幹事は幹事会に
より互選すること等を、運営内規として整備
しました。また、運営委員会の分掌事項につ

いても、明確にし、運営内規のなかに明文化
しました。会則は以上のことに関することを
主体に改正するとともに、正会員の定義につ
いても、新旧学科名を全て網羅し、永久に全
ての会員の卒業学科名を会則に残すことにし
ました。これらの改正主旨を御理解いただき
添付した学部校友会会則に目を通していただ
ければ幸いに思います。

Ⅲ　おわりに
常任幹事会の新設や、それに係わる会則改
正は総会で可決承認されました。しかし、制
度の改正に留まっては机上の空論に終ること
で今までと変らないことを心に期し、校友会
の改革、運営の円滑化は緒についたと考え、
今後、その機能を発揮させ効果をあげること、
そして校友会の円滑な活動、活性化に向って
総務委員会は更に努力していく所存でありま
す。会員の皆様のより一層の御教示、御協力
をお願いし、報告のむすびといたします。

学部校友会会則改正について
－新しく常任幹事会を設置－
生物資源科学部校友会　総務委員会一同

日本大学生物資源科学部校友会会則

第１章　　総　則
第１条　本会は日本大学生物資源科学部校友会と称する。
第２条 本会の事務局は神奈川県藤沢市亀井野1866 日本大

学生物資源科学部内に置く。
第３条 本会は日本大学校友会の生物資源科学部会で、会

員相互の親睦と向上を図り、日本大学の興隆発展
に寄与することを目的とする。

第４条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。
Ⅰ　会報の発行
Ⅱ　会員名簿の作成
Ⅲ　その他本会の目的達成に必要な事業

第２章　分会および支部
第５条　本会は各学科に分会を置く。
２　分会に関する規定は別に定める。
第６条　本会は支部を置くことができる。
２　支部に関する規定は別に定める。

第３章　　会　員
第７条　本会は次にあげるものをもって会員とする。
正会員　東京獣医学校・東京高等獣医学校・東京獣医畜

産専門学校および東京獣医畜産大学の卒業生
日本大学法学部専門部拓殖科の卒業生
日本大学農学部専門部農業経済科の卒業生
日本大学農学部予科の卒業生
日本大学農学部農学科・農業経済学科・畜産学
科・林学科および水産学科の卒業生
日本大学農獣医学部農学科・農芸化学科・獣医
学科・畜産学科・食品経済学科・林学科・水産
学科・農業工学科・食品製造工学科・食品工学
科・拓植学科および応用生物科学科の卒業生
日本大学生物資源科学部関係学科の卒業生
日本大学短期大学部農業科・生産教育研究所お
よび生活環境科の卒業生
日本大学短期大学部農学科および生活環境学科
の卒業生
日本大学大学院農学研究科・獣医学研究科・生
物資源科学研究科の修了生

特別会員 日本大学生物資源科学部教職員および日本大学
短期大学部農学科・生活環境学科教職員ならび
に本会に功労があった者および正会員３名以上
より推薦された者で幹事会の承認した者

準会員　日本大学生物資源科学部関係学科の在学生およ
び在籍した者
日本大学短期大学部農学科・生活環境学科の在
学生および在籍した者

第４章　　会　議
第８条　本会に総会、幹事会および常任幹事会を置く。
２　会議は会長が招集し、議長はその都度選出する。
３　総会は毎年一回これを開く。ただし必要に応じ臨時
に開く。

４　幹事会は構成員数の三分の一をもって成立する。

５　幹事の三分の一以上の要請があったときは、会長は
幹事会を開かなければならない。

６　常任幹事会は構成員数の過半数をもって成立する。
７　会議の議決は出席者の過半数による。

第５章　　役　員
第９条　会　　長　　　１名

副 会 長　　　若干名
代表幹事　　　若干名
幹　　事　　　各分会より３名
監　　査　　　３名

２　役員の任期は３年とする。ただし再任を妨げない。
３　補欠で就任した役員の任期は前任者の残任期間とす
る。

４　役員は任期満了後も後任者の就任するまで、その任
務を行うものとする。

５　以上の役員の他、名誉会長、顧問、相談役をおくこ
とができる。

第10条 会長、副会長および代表幹事の選出方法は別に定
める。

２　幹事は各分会毎に正会員中より選出し総会において
承認を得る。

３　監査は総会において正会員中より選出する。
第11条 会長は本会を代表して会務を統括し、幹事会の決

定に従ってその執行にあたる。
２　副会長は会長を補佐し、会長事故あるときは会長の
職務を代行する。

３　会長・副会長・幹事は幹事会を組織し事業の執行に
あたる。

４　常任幹事会は会長、副会長、代表幹事および事務局
長をもって構成する。常任幹事会は本会事業の執行
にあたり、事業内容を幹事会に報告し、承認を得る。

５　監査は本会の経理状況および業務の執行状況を監査
し、意見を付して総会に報告しなければならない。

第６章　　事務局
第12条　本会に事務局を置く。
第13条 事務局には事務局長を置く。事務局長は幹事会の

承認を経て会長が任命する。
２　事務局長は会員中より若干の局員を任命しうる。
３　事務局長は会議において会務を報告する。
４　事務局には専任の事務員をおくことができる。

第７章　　委員会
第14条 本会の事業を運営するため必要があるときは幹事

会の議を経て委員会をおくことができる。
２　委員会は幹事をもって構成し、本会事業の効率的運
営を遂行する。

第８章　　会　計
第15条 本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月

31日に終る。
第16条 本会の経費は次の収入をもってこれにあてる。

Ⅰ　入会金
Ⅱ　会費
Ⅲ　寄付金

Ⅳ　その他
第17条　納入金は返却しない。

第９章　　雑　則
第18条 本会則の改正は幹事会ならびに総会の議を経なけ

ればならない。その決定にあたっては各会議にお
いて出席者の三分の二以上の賛成を必要とする。

第19条 この会則に必要な細則・規定は幹事会の議決を経
て会長がこれを定める。

第10章　　補　則
第20条　本会則は昭和49年６月22日より施行する。
第21条　本会則は平成７年７月８日に一部改正する。

本会則は平成８年７月13日より新学部名を併記する。
本会則は平成14年７月13日に一部改正する。
本会則は平成16年７月10日に一部改正する。

日本大学生物資源科学部校友会分会規定

第１条　本会に次の分会を置く。
１　植物資源科学科分会（農学校友会）
２　農芸化学科分会（紫友会）
３　獣医学科分会（角笛会）
４　動物資源科学科分会（満喜葉会）
５　食品経済学科分会（いもづる会）
６　森林資源科学科分会（あすなろ会）
７　海洋生物資源科学科分会（桜水会）
８　生物環境工学科分会（工学会）
９　食品科学工学科分会（ＦＴ会）
10 国際地域開発学科分会（拓友会）
11 短期大学部農学科分会（むつあい会）
12 短期大学部生活環境学科分会
13 応用生物科学科分会
第２条　各分会に関する規定は各分会毎に別に定める。
第３条　本規定は昭和49年６月22日より施行する。

本規定は平成２年７月14日第12項を追加施行する。
本規定は平成４年７月11日第13項を追加施行する。
本規定は平成８年７月13日より新学科名を併記する。
本規定は平成16年７月10日より新学科名とする。

日本大学生物資源科学部校友会支部規定

第１条 支部は幹事会の議を経て、総会の承認を得なけれ
ばならない。

第２条 各支部に関する規定は本会則にのっとり、各支部
毎に別に定める。

第３条　各支部は本校友会との連繋を保つ。
支部は必要に応じ､本幹事会の承認を得て、代表
者を幹事会に出席させる事ができる｡ただし、幹
事会の構成員としない。

第４条　本規定は平成７年７月８日に一部改正する。
本規定は平成８年７月13日より新学部名を併記する。
本規定は平成16年７月10日より新学部名とする。

日本大学生物資源科学部校友会組織運営図 

　　幹　事　39名 
１. 植物資源科学科 
２.農芸化学科 
３.獣医学科 
４.動物資源科学科 
５.食品経済学科 
６.森林資源科学科 
７.海洋生物資源科学科 
８.生物環境工学科 
９.食品科学工学科 
10.国際地域開発学科 
11.短期大学部農学科 
12.短期大学部生活環境学科 
13.応用生物科学科 

広報委員会 
委員長  １名 
委員  若干名 
事務局  １名 

財務委員会 
委員長  １名 
委員  若干名 
事務局  １名 

総務委員会 
委員長  １名 
委員  若干名 
事務局  １名 

会　長 
副会長 

幹事会 

総　会 

日本大学生物資源科学部校友会 

事務局 

常任幹事会 
会長 
副会長 
代表幹事 
事務局長 

監査３名 
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平成15年10月12日（日）の13時より、湘南キ
ャンパス新本館NUホールにて平成15年度の
総会が行われ、引き続き創立50周年記念式典
と祝賀会に移り、本館脇オープンシアターに
ての記念撮影、式典と祝賀会はNUBSホール
（学生食堂３Ｆ）にて開催された。会場には

25期斉藤和夫氏より寄贈コチョウラン、57期
細田麻希氏の卓上花が並び、校友や学部執行
部、各分会長の来賓の諸氏を含め150名の出
席のもとで盛大に挙行された。
楠元会長が校友会より創立50周年の記念と
して、植物資源科学科に絵画一点が贈呈され
た。11期青木隆夫画伯による世界遺産である
フランスの「モン・サン・ミッシェル」が描
かれた絵画で、現在、12号館のエレベーター
ホールに飾られている。また、長きにわたり、
校友会の運営に貢献された４期西鳥羽曙前会
長、５期浅野明元副会長、７期宮浦敏磨元副
会長、10期古川仁朗元副会長、３期高橋文次
郎元庶務理事、７期石井賢治元庶務理事、11
期坪木良雄元庶務理事、15期篠原正行元庶務
理事と絵画寄贈の11期青木隆夫氏に記念品と
感謝状が贈呈された。
来賓の方々のご祝辞、勝野武彦学科主任の
挨拶、学科教員の紹介が行われた。引き続き、

平成15年度総会・校友会創立
50周年記念式典・祝賀会開催

祝賀会に入り、１期の横山芳男氏による乾杯
に始まり、卒業後の大学発展に驚き、また再
会に喜び、応援歌が披露され、盛会に終了さ
れた。出席の方々には、農学校友会創立50周
年記念誌や記念品が渡された（詳細は農学校
友会会報第5号を参照して下さい）。

平成16年５月15日（土）に第１会議室にて総
会が開催された。主な議題は１）平成15年度
事業一般経過報告（創立50周年記念事業）と
決算報告２）平成16年度事業計画と予算案が
審議され、満場一致で承認された。その後、
本館カフェテリアにて懇親会が行われ、盛会
裏に終了した。

平成10年より応用昆虫学研究室の福原敏彦

学科の近況

平成16年度総会・懇親会開催

教授は今年９月に定年退職となりました。先
生には学科の発展のためにご尽力下さり、今
後共ご健康でご活躍されますことをお祈りし
ます。
今年４月より、遺伝育種学研究室の宍戸理
恵子助手が専任講師に昇格されました。益々
のご活躍が期待されます。
台湾国立中興大学との国際交流セミナーが
６月21日～７月５日の15日間本学科で開催さ
れ、研修学生（20名）と教員（３名）が参加
された。講義、見学、農場実習と多忙な日々
でしたが成功裏に終了しました。
＜叙勲の授与＞
農学科３期の島津正（元農獣医学部教授）

氏は、これまでのご功績に対して春の叙勲で
「瑞宝中綬章」を授与されました。今後共ご
健勝にてご活躍されますことを心よりお祈り
申し上げます。 （井上弘明）

農 学 校 友 会
◇植物資源科学科◇

連絡先　作物学研究室
0466-84-3502 事務局長　藤井　秀昭
E-mail：fujiaki@brs.nihon-u.ac.jp

紫 　 友 　 会
◇農芸化学科◇

連絡先　土壌学研究室
0466-84-3953 事務局長　隅田　裕明
E-mail：hsumida@brs.nihon-u.ac.jp

東京都中央卸売市場大田市場の見学風景（台湾国立中興大学生） 寄贈の絵画（青木隆夫画伯）

平成16年11月21日（日）に総会・紫友会創
立50周年記念祝賀会を新高輪プリンスホテル
（東京都、品川区）にて午後４時から開催す
ることになりましたので、ご案内申し上げま
す。多くの校友の皆様のご出席をお待ちして
おります。紫友会事務局では創立50周年記念
事業として、農芸化学科への記念品として学
生実験室AVシステムの寄贈、記念誌の発行
を予定しております。

平成15年度の紫友会総会が平成15年10月25
日、藤沢市内（銀座アスター）にて開催され
ました。総会では茂澤杲会長の挨拶の後、平
成14年度の事業報告、決算報告、監査報告な
らびに平成15年度の事業計画、予算案につい
て厳正に審議がなされ、いずれも承認されま
した。総会の後、多数の来賓と会員が出席し
懇親会が盛大に行われました。懇親会には紫
友会平成15年度（第10回）奨学生が招待され、

平成15年度総会・懇親会を開催

平成16年度総会・紫友会
創立50周年記念祝賀会

懇親会の席上で表彰が行われました。

紫友会40周年記念事業の一環として発足し
た紫友会奨学生の第11回生９名が、同奨学生
選考委員会（有賀豊彦委員長）により厳正に
選考され下記のように決定いたしました。第
11回紫友会奨学生の表彰は本年11月の紫友会
総会・創立50周年記念祝賀会時に行われる予
定です。
２年次　込山雅人、齊藤はるか、田中理恵
３年次　笹井洋輔、本間美雪、松井理恵
４年次　蛭田温子、堀越律子、箕浦佳代

（敬称略）

農芸化学科は本年４月に新入生148名（男
子：73名、女子：75名）を迎え、４年次まで
総計605名（男子：289名、女子316名）の学
生が在籍しております。学科主任に有賀豊彦
教授、生物資源科学研究科生物資源利用科学
専攻主任に奥忠武教授が就任されておりま
す。また学部執行部の学務担当に長谷川功教
授が就任され、活躍されております。本年４
月１日付で生物有機化学研究室の河内隆先生
が専任講師に昇格されました。また、実験準
備室の中川ゆかり副手は本年３月で退職さ
れ、後任として本年３月に本学食品科学工学

農芸化学科の近況

平成16年度第11回
紫友会奨学生決定

科を卒業された小野田ゆかり氏が採用され活
躍されております。 （荻原　淳）

小野田ゆかり副手



ズに沿うような抜本的変革を迫られるのは必
至であると思われます。また、高等学校教育
において昨年度から始まった新教育体制に対
応できる学科カリキュラムの改編やそれに伴
う教員体制の本質的な将来計画など、きわめ
て困難な問題が山積しております。会員の皆
様の温かなご支援を宜しくお願い致します。
［新　任］平成16年４月１日付けで、岩佐真
宏専任講師と長沼恵理副手が採用されまし
た。岩佐専任講師は、平成６年弘前大学理学
部を卒業後、同大学大学院修士課程、北海道
大学大学院地球環境科学研究科博士課程を修
了、同大学客員研究員を経て本学科に着任さ
れました。現在は野生動物学研究室に所属し、
動物生態学等を担当されています。また、長
沼副手は、平成15年３月本学応用生物科学科
を卒業後、昨年度はアルバイトとして学科事
務をお手伝い頂いておりましたが、本年度か
ら正式に副手として
採用されました。現
在は、動物栄養科学
研究室に所属し、学
科事務の他、大学院
生物資源生産科学専
攻の事務も担当され
ています。
［昇　格］平成16年４月１日付けで、村田浩
一助教授が教授に昇格されました（野生動物
学研究室）。 （山室　裕）
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平成16年７月３日（土）、
日本大学湘南校舎で、本年
度の角笛会総会が開催され
ました。今回は、新たな試
みとして、午前中は第42回
日本大学獣医学会、午後か

らは角笛会という合同開催のスタイルでし
た。角笛会の幹事会、総会では先ず事務局よ
り提出した平成15年度の事業報告、会計報告
が、月瀬 東、山村穂積、鳥海 弘監事の監査
報告を受けた後、承認されました。続いて平
成16年度事業計画案、同予算案が審議され、
順当に承認、成立致しました。平成15年度で
は総計16回、各地方支部会、同僚校友会等に
大学教員、角笛会執行部を派遣致しました。
また、角笛会功労者として、長年会長として
本会の発展にご尽力いただいた日比野次郎先
生（昭14）が満場一致で承認され、総会終了
後に記念品とともに表彰状が授与されまし
た。今回は、ANMEC（日本大学動物病院）
支援基金授与者の該当者はありませんでし
た。会員からは、角笛会会則の改正の進捗状
況に関する質問があり、今年度中にも改正素
案を作成することを確認いたしました。
角笛会の教育講演として、桑原正人先生に
よる「骨疾患のエックス線画像診断からみた

平成16年度角笛会総会開催

治療の決定」が1012教室で開催されました。
新支部長の就任に伴う幹事候補として山川
寛行氏（徳島、昭32）、新里康彦氏（沖縄、
昭50）が、クラス幹事として瀧澤文雄氏（平
15）、平野悠子氏（平15）がそれぞれ新たに
承認されました。
午後４時からNUホール３階にて催された

懇親会には、茂澤生物資源科学部校友会長を
はじめ同僚校友会の来賓の方々、獣医学科教
員を含め約80名に参会いただきました。中川
会長の挨拶に始まり、この春に瑞宝中綬章を
お受けになった佐久間勇次名誉教授（写真）
の乾杯の後、和やかな雰囲気のうちに、懇親
会は進行し、会場のあちらこちらで談笑の輪
ができていました。 （事務局長　丸山総一）

○獣医師国家試験
第55回獣医師国家試験の結果が平成16年３
月17日に発表されました。日本大学獣医学科
からは新卒者142人が受験し、127人が合格し
ました。合格率は89.4％で（全国平均93.0％）、
昨年度の合格率を大きく上回りました。
○表彰、受賞
卒業生の井上佐和子さんが優等賞、武井昭
紘さん、守屋 明さんが学部長賞、朝比奈由
佳さんが日本獣医師会長賞をそれぞれ受賞さ
れました。角笛会会長賞は、尾身衛祐さん、
大滝奈々さんに授与されました。
また、教員では加納 塁先生（獣医臨床病

理学研究室）が学部長賞を受賞されました。
○博士（獣医学）の学位取得者
今年度、大学院博士課程を修了し博士（獣
医学）を取得された方は、北川勝人氏（小動

獣医学科の近況

物中枢神経系疾患の臨床疫学的研究）、杉澤
仁氏（ウシ乳汁中の好中球活性化とその作用
機序の解明）、論文提出により博士（獣医学）
を取得された方は、鳥海 弘氏（豚卵巣疾患
の臨床疫学的研究）です。
○卒業・新入学
本年度も145名の学生が獣医学科を卒業し、
うち127名が獣医師として社会に巣立ちまし
た。また、新入生は140名（うち女子は66名）
でした。
○退　職
福田陽一先生（獣医微生物学）、村杉栄治先
生（獣医第二内科学）、上床和弘先生（獣医伝
染病学）、中村遊香先生（獣医内科学）、田中
智子さん（獣医生化学）がご退職されました。
○昇　格
佐藤常男先生（獣医病理学）、津曲茂久先

生（獣医臨床繁殖学）が教授に、渋谷 久先
生（獣医病理学）が助教授に、大谷 功先生
（獣医生理学）、鈴木一由先生（獣医薬理学）、
椎橋 孝先生（医動物学）が講師に、それぞ
れ昇格されました。
○新　任
泉對 博教授（獣

医伝染病学）が着任
されました。また、
臨時職員として高橋
奈美子さんが学科事務室に配属されました。
○訃　報
平成10年から14年まで本学で教授を勤めら
れました竹内 啓先生（総合臨床獣医学研究
室）が、平成16年７月12日にご逝去されまし
た。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

（文責：椎橋　孝）

角 笛 会
◇獣医学科◇

連絡先　獣医公衆衛生学研究室
0466-84-3636 事務局長　丸山　総一
E-mail：tsuno-2@brs.nihon-u.ac.jp

満 喜 葉 会
◇動物資源科学科◇

連絡先　動物生体機構学研究室
0466-84-3790 事務局長　遠藤　克
E-mail：tendou@brs.nihon-u.ac.jp

泉對博教授 高橋奈美子

岩佐真宏
専任講師

長沼恵理
副手

本年度の満喜葉会役員会は、平成16年５月
29日（土）午後１時より日本大学生物資源科学
部資料館２階第一会議室にて開催されました。
役員会は内田駿一会長、ならびに遠藤克事務
局長の挨拶の後、会則に伴い内田会長を議長
として議事に移り、平成15年度事業報告なら
びに決算報告が事務局よりなされ、承認され
ました。また、監事より会計監査結果につい
ての報告がなされ承認されました。続いて、
平成16年度の事業計画ならびに予算案が事務
局より提案され、審議の後、承認されました。
役員会閉会の後、午後４時より場所を食堂
棟２階に移し、恒例の動物資源科学科新入生
歓迎会が学科・満喜葉会の協賛で、学科学術
研究部の協力を得て盛大に行われました。

［新入生、教育］本年度は167名の新入生が動
物資源科学科に入学しました。例年通り、本
年度の新入生も女子の数が100名を超え、学
部の中で最も女子学生の多い学科となってい

学科の近況

満喜葉会役員会、新入生歓迎会開催

ます。
現研究室体制が始まって3年余り経過しま

した。現在（平成16年８月）の学科研究室お
よび所属教員は以下の通りです。また下記9
研究室に加え、川路利和助教授が資源動物管
理学研究室に所属しています。
・動物育種学（泉水直人教授、山室裕助教授）
・動物生殖学（甲斐藏教授、園田豊専任講師、
成島玲子副手）
・動物栄養科学（阿部亮教授、長沼恵理副手）
・飼養学（小牧弘教授）
・生産環境学（塩谷正勝助教授）
・草地学（中西五十教授、丹羽美次助教授）
・畜産食品科学（伊藤敞敏教授、宮原晃義助
教授、増田哲也助教授）
・畜産経営学（小林信一教授、小泉聖一助教授）
・野生動物学（村田浩一教授、岩佐真宏専任
講師）
学科名が変更され９年余りが経過し、当学
科を志望する受験生からも「動物全般を学べ
る学科」とのイメージが定着して来た感があ
ります。年々18歳人口が減り続け、多くの大
学が受験者数を大幅に減らすなか、世の中の
「動物人気」からか、当学科の志願者数の推
移はここ数年の一般入試でもA試験（本校入
試）、B試験（地方入試）、推薦入試（指定校、
公募制）を含め1000名前後を維持しており、
健闘していると言えます。しかし、今後は学
科教育体系や授業内容を社会、受験生のニー
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平成16年度の幹事会･懇親会が６月５日
（土）に開催されました。今年は２年に一度
の全会員を対象とした幹事会･懇親会という
ことから、小田急ホテルセンチュリー相模大
野で行いました。幹事会では平成15年度の活
動･会計報告と16年度の活動計画、予算案な
どをはじめ、樋口貞三先生の名誉会員への推
薦及び事務局長経験者の伊豫軍記先生と上野
恒雄先生への感謝状贈呈に関する議題が、満
場一致で承認されました。懇親会は多数の来
賓者と会員にご出席頂き、学生幹事を含め80
余名の参加者により盛大に行われました。

【新入生】今春、食品経済学科は女子学生56
名を含む180名の新入生を迎え､恒例の新入生
研修会は４月24日（土）に実施しました。研
修会は新入生の相互交流の促進と、教職員お
よび上級生とのコミュニケーションを図るた
めに｢横浜さとうのふるさと｣｢キリンビバレ
ッジ｣｢トゥイニー横浜｣の３施設の見学と上
級生主催の抽選会が行われました。また、猛
暑のなかで５月29日（土）に開催された｢ス
ポーツフェスタ2004｣では優勝し、７月上旬

今、学科では

平成16年度幹事会･懇親会を開催

に行った優勝祝賀会には１年次学生と教職員
の合わせて100名近くが集い、１年生の団結
の強さを知ることができました。
【教育懇談会】７月30日（金）のオープンキ
ャンパスで、隔年に開催される学部主催の教
育懇談会には、遠方から３名のOB教員が出
席されました。そのあと行った学科広報係と
の懇談会では、これからの大学入試制度のあ
り方、私鉄の相互乗り入れに伴う遠距離通学
の可能性、積極的な広報活動の必要性など、
少子化時代の大学運営について、貴重な提案
を頂きました。
【食品ビジネス特別講義】今年で13年目を迎
える３年次開講の食品ビジネス特別講義は、
９月の３日間、｢コープかながわの理念と事
業戦略｣と題して、生活協同組合コープかな
がわ理事長小林勉氏による集中講義と事業施
設の見学が行われました。
学内では、生活協同組合の理念、コープ商

品の歴史と現状、コープの環境活動などをテ
ーマにした興味深い内容の講義が行われまし
た。
【人事】学科発展のためにご尽力頂きました、
樋口貞三先生、上野恒雄先生、前田由美副手
の３名が本年３月末日をもって退職され、ま
た伊豫軍記先生が７月６日に退職されまし
た。新任として大賀圭治先生（前東京大学大
学院農学生命科学研究科教授）、檜山佳那子
副手（平成16年３月本学部生物環境工学科卒
業）が着任されました。学科のより一層の充
実・発展を期待したい。また、礒田みゆき先
生は日本大学長期海外派遣研究員として、平
成16年９月２日から１年間、ドイツに留学さ
れています。
【学科Home Page】

http://www.brs.nihon-u.ac.jp/webadmin/
DFE.html （木島　実）

い も づ る 会
◇食品経済学科◇

連絡先　食品企業分析論研究室
0466-84-3410 事務局長　斎藤　武至
E-mail：tsaito@brs.nihon-u.ac.jp

あ す な ろ 会
◇森林資源科学科◇

連絡先　森林環境保全研究室
0466-84-3675 事務局長　石垣　逸朗
E-mail：i-ishigaki@brs.nihon-u.ac.jp

平成15年10月18日（土）午後３時半より湘
南キャンパス資料館第一会議室において、平
成15年度あすなろ会総会が開催されました。
赤塚会長を議長に選出の後、石垣事務局長よ
り、平成13年度、14年度事業報告、ならびに
会計決算報告が行われました。会計監査報告
の後、引き続き、平成15年度および16年度事
業計画案、予算案の審議が行われ、承認され
ました。さらに、平成15年７月19日に行われ
たあすなろ会理事会で提案承認されていた、
第1期の河村光幹氏、第51期の齋藤尚志氏と
大河和夏氏、第52期の小川結希氏と佐伯朋哉
氏を新理事とする件が、総会においても承認
されました。また、あすなろ会会長を49年間
に亘って勤められた故鹿野前会長に対し、長
年のご活躍に対するお礼と感謝の意を表し
て、感謝状と記念品をお贈りすることが提案、
了承されました。全ての議事終了後、会場を
本館カフェテラスに移し多数の来賓と会員が
出席して懇親会が行われ、和やかな雰囲気の
中、閉会となりました。

平成15年度あすなろ会総会
および懇親会を開催

平成15年度
あすなろ会会
長賞に下記の
６名が決定
し、平成16年
３月23日ロイ
ヤルパークホ
テルニッコーにおいて行われた卒業記念パー
ティーにて、表彰状と記念品が赤塚あすなろ
会会長から贈呈されました。この賞は各ゼミ
より一名ずつ成績優秀で、しかも、本学科関
連の分野に就職または進学した者に贈られま
す。
田中万里子（森林・緑地造成ゼミ　研究生）
長谷川康二（林業経営ゼミ、財団法人休暇

村協会）
石井　晃子（木材科学・工学ゼミ、長永ス

ポーツ工業㈱）
藤井美沙子（森林・緑地保全ゼミ、桐生第

一高等学校教諭）
稲葉　治彦（森林動物ゼミ、㈱住居時間）
小林　龍雄（住宅・流通ゼミ、日本大学大

学院進学）

［新入生］今春、森林資源科学科では131名
（男子89名、女子42名）の新入生を迎えまし
た。恒例の学科新入生歓迎会は学部スポーツ
フェスタの終了後に行われ、あすなろ会から

学科の近況

平成15年度あすなろ会会長賞受賞者
飲み物の差し入れもあって大いに盛り上が
り、新入生相互および教員との親睦を深める
よい機会となりました。
［オープンキャンパス］近年、地球環境に対
する意識の高まりや、バイオマスエネルギー
に対する関心の高まりからか、７月30日、31
日に開催されたオープンキャンパスでは、森
林資源科学科の研究室や説明ブースを訪れる
受験生の数が昨年を大幅に上回りました。本
年の特徴としては、受験生と共に保護者が多
く来訪されたことです。そして、何を学ぶか
はもとより、卒業後どのような仕事に就くこ
とができるかが大きな関心事になっておりま
した。このようなことからも、出口である就
職先の開拓に学科としてより一層努める必要
があることを痛感いたしました。会員の皆様
にも益々のお力添えをお願いいたします。
［人　事］４年間に亘り学科の
ためにご尽力いただいた益田好
恵副手が本年３月31日をもって
退職され、後任として本年３月
に本学部海洋資源科学科を卒業
された畠中聖奈副手が着任され
ました。
［訃　報］学科の発展に多大な貢献をされ、
さらに、あすなろ会（旧林学科校友会）の初
代事務局長を勤められた林学科（現森林資源
科学科）元教授の加藤正義先生が、本年６月
23日にご逝去されました。享年90歳でした。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

（宮野　則彦）

畠中聖奈
副手



日本大学生物資源科学部校友会会報平成16年10月１日 第57号

―― 7 ――

来る７月17日（土）午後３時より湘南キャ
ンパス10号館において平成16年度理事会・代
議員会が、また同4時から平成16年度総会が
開催され、平成15年度事業報告、決算報告、
監査報告、平成16年度事業計画、予算報告な
どが行われました（出席者32名）。次いで会
場を食堂棟３階（NUホール）に移して懇親
会が行われました。今回から準会員である在
校生を懇親会に招待することとなり、４年次
学生33名が参加しました。会場では先輩たち
の話に熱心に耳を傾ける光景が至る所で見ら
れ、この試みは大変好評でした。

今年度入学生から新カリキュラムが導入さ
れることとなりました。新カリキュラムの特
徴としては、海洋分野における科学の発展に
対応して開講実験数が従来の14から17に増え
たことです。また新入生を対象に、下田臨海
実験所において５月～６月に３泊４日の４班
編制で実施される海洋生物資源科学基礎実験
Iを海洋基礎実習と改めました。この科目は、
海難事故防止に関する講義、手こぎボート実

新カリキュラムが導入される

平成16年度桜水会総会・
懇親会を開催

習、プランクトン採集および観察、調査船
「すざき」による海洋観測、沖釣り・磯釣り
による魚類の採集と同定、磯生物の採集と同
定、魚類の解剖と観察などの実習から構成さ
れており、本年度も学生に大変好評でした。
またこの実習は学生の連帯を強めるという効
果もあり、５月29日（土）に実施された運動
会（スポーツフェスタ2004）でも好成績（総
合３位）を収めることができました。
このほか、日本技術者教育認定機構

（JABEE）による認定審査準備の一環として
３年次より２コース（「専修コース」および
「広域教育コース」）が設定されました。

本年４月より糸井　史朗助手（海洋資源育
成環境学研究室）が着任しました。先生は平
成10年３月に水産学科（現、海洋生物資源科
学科）を卒業され、直ちに東京大学大学院農
学生命科学研究科に進学され、昨春修了（博
士（農学））された後、独立行政法人水産総

人　事

合研究センター中央水産研究所重点研究支援
協力員を経て、本学に採用となりました。先
生の今後のご活躍が期待されます。また小島
隆人助教授は本年３月より１年間日本大学海
外派遣研究員（長期）としてフィリピン大学
で研究を遂行中です。１年間の多大な経験が
帰国後の教育研究に反映され、一層飛躍され
ることが望まれます。さらに本学短期大学部
農学科安齋　寛先生（27期卒）は、今春教授
に昇格されました。先生は文部科学省21世紀
COEプログラムの構成メンバーの一人であ
り、今後益々のご発展が期待されます。

本学元教授　出口吉昭先生（１期卒）は昨
秋、日本大学より名誉教授の称号を授与され
ました。先生は今春まで本学短期大学（三島
校舎）で教鞭を執られるなど、極めてご壮健
です。先生の今後益々のご健勝をお祈り致し
ます。 （杉田　治男）

名誉教授の授与

桜 　 水 　 会
◇海洋生物資源科学科◇

連絡先　海洋生物資源管理学研究室
0466-84-3689 事務局長　吉原　喜好
E-mail：yoshihara@brs.nihon-u.ac.jp

工 　 学 　 会
◇生物環境工学科◇

連絡先　地域環境計測学研究室
0466-84-3694（FAX兼用）事務局長 斎藤公三
E-mail：ksaito@brs.nihon-u.ac.jp

昭和38年６月に発足以来、工学会は40周年
を迎え、その記念として祝賀会が平成15年11
月29日（土）、品川プリンスホテル大津の間
にて開催された。祝賀会に先立ち、16時より
彦根の間にて総会並びに記念講演会が行われ
た。総会は村田会長の挨拶、議長選出が行わ
れた後、会則の一部変更等が議題として提案
され満場一致で承認された。続いての記念講

工学会創立40周年記念祝賀会
開催される

演会では工藤謙一氏の司会のもとに昨年の３
月に博士（工学）の学位を取得された３期生
の吉川宏一氏が『大規模ショッピングセンタ
ー建設に伴うビオトープガーデンの造成』と
いうテーマで環境のための造成について講演
していただいた。また、１期生の八木　茂氏
は『未来にむかって』というテーマで工学会
の秘話を中心に今後への夢と挑戦を講演して
いただいた。この後、18時より記念祝賀会が
開催された。会は酒川副会長の司会のもとに
村田会長、加畠　豊日本大学校友会副会長、
茂沢　杲学部校友会会長、佐々木惠彦学部長
の順で祝辞の言葉を頂き、西鳥羽曙氏の音頭
で乾杯に入った。宴たけなわの頃、スライド
を用いた湘南校舎についての紹介をする時間
も設けられ、すばらしくなった学部にほとん
どのOBが見入っていたのが印象的であった。

会は約130名ほどの方が
出席されたが、夫人同
伴で出席されたOBも10
名近くおり、盛況のう
ちに閉会となった。こ
の後、同窓同士で２次
会を楽しまれた会員の
方もかなりおられたよ
うであった。なお、こ
の日は準会員である学
科の３年生および４年生約20名が招待されて
いた。彼らには工学会の意義とその活動を理
解する良い機会になったと思われる。

本学科はJABEE の審査を昨年受け、認定
を得ることができました。会員の御協力に感
謝申し上げます。
本年３月、岡本雅美教授が定年のため退職
されました。長い間ご苦労様でした。これか
らもご健勝で活躍されますことを願う次第で
あります。
本年４月、都　甲洙先生が助手として生物
生産流通施設学研究室に着任されました。先
生は韓国の順天大学農学部農業機械学科を卒
業後、本学大学院農学研究科博士課程を修了
された方です。
また本年４月、笹田勝寛先生が専任講師に、
糸長浩司先生が教授に昇格されました。両先
生にもさらなる今後のご活躍お願いいたした
いと思います。 （川西啓文）

学科の動向

海洋基礎実習 糸井史朗助手

工学会創立40周年記念祝賀会

都　甲洙助手
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○ＦＴ会理事会開催
ＦＴ会理事会が平成16年４月10日午後４時
より本学湘南校舎食品科学工学科会議室にお
いて行われました。理事会では平成15年度事
業報告および会計収支決算が報告され、承認
されました。さらに、平成16年度事業計画案
および会計収支予算に関して報告が行われ、
承認されました。
○平成15年度ＦＴ会総会開催
平成16年度ＦＴ会総会が平成16年６月12日
午後３時より本学湘南校舎において行われま
した。総会は関村具由会長（第１期生）の挨
拶で開会し、平成15年度度事業報告および会
計収支決算が報告され、承認されました。さ
らに、平成16年度事業計画案および会計収支
予算に関して報告が行われ、承認されまし
た。
○準会員（在学生）への活動
平成15年10月21日にＦＴ会補助のもと、３
年生と教員との懇親会が盛大に行われまし
た。また、平成16年３月25日には第39期学生
の中から学業および人物優秀な学生へ贈られ
るＦＴ会長賞を授与いたしました。平成15年
度は西山聡さんが選ばれ、金一封が贈られま

ＦＴ会活動報告

した。最後に、平成16年５月29日に行われた
スポーツフェスタでは参加した新入生へ飲料
物を補助いたしました。なお、成績は優勝ま
であと一歩でしたが、スポーツフェスタはた
いへん盛り上がりました。

○退　職
平成16年３月31日付で香取佳子副手が退職さ
れました。香取さんは平成12年から食品科学
工学科で勤務され、ＦＴ会事務、学科事務や
学生実験など、多くの面でご尽力頂きました。
今後ともご健勝でご活躍されることをお祈り
いたします。

学科の近況

○新　任
山形一雄教授が平成16年４月１日付で静岡
県立大学食品栄養科学部より着任されまし
た。山形先生は食品工学科の11期卒業で、研
究室は食品衛生化学研究室（旧６研、旧食品
分析学研究室）に所属されます。
○昇　格
細野朗先生（食品機能化学研究室）が平成

16年４月１日付で専任講師に昇格されました。

会員の方々で、住所変更や改姓などがござ
いましたら、ご面倒とは思いますが、ぜひ事
務局までお知らせ下さい。 （阿部　申）

事務局より

Ｆ 　 Ｔ 　 会
◇食品科学工学科◇

連絡先　食品学研究室
0466-84-3981 事務局長　竹永　章生
E-mail：takenaga@brs.nihon-u.ac.jp

拓 　 友 　 会
◇国際地域開発学科◇

連絡先　国際経営研究室
03-3421-6437 事務局長　早川　治
E-mail：osamn@ca.mbn.or.jp

平成16年６月19日　日本大学生物資源科学
部13階において平成16年度拓友会総会・懇親
会が開かれました。まず、内田会長より挨拶
があり、井上氏（18期）を議長に選出し、議
事に入りました。
第１議題は平成15年度事業報告の件で、（1）
総会開催　平成15年12月６日、日本大学生物
資源科学部で開催、（2）懇親会開催　同日六
会日大前「和民」にて開催、（3）幹事会開催
平成15年11月29日日本大学生資学部で開催、
（4）名簿の整理、（5）宮崎賞・拓友賞の授与
宮崎賞：該当者なし　拓友賞：山田智英
君、（6）卒業生への記念品授与　男子学生：
タイピン　女子学生：スカーフ留めの報告が

平成16年度拓友会総会

行われ、承認されました。
第２議題は平成15年度決算についての報告
があり、続いて会計監査より、正常との監査
報告があり、事業について了承、承認されま
した。
第３議題は平成16年度事業計画の件で、（1）
総会・懇親会の開催　平成16年６月19日　日
本大学生資学部、（2）幹事会の開催　第１回
幹事会　平成16年６月12日（土） 日本大学生
資学部、第２回　幹事会　平成17年３月５日
（土） 日本大学生資学部、（3）名簿の整理、
（4）「拓友会会報」第27号の発行、平成16年
５月、（5）宮崎賞・拓友賞の授与、（6）ホー
ムページの開設　会報の公開、会員名刺の公
開ページ、総会開催通知　等の事業計画につ
いて了承、承認されました。
第４議題は平成16年度予算が上程され、16
年度事業運営に必要な各費目ごとの予算が審
議され、討議の結果了承され、承認されまし
た。最後に谷地副会長から閉会の挨拶があり、
総会を終了しました。

総会終了後、懇親会までの間、学生による
海外研修報告が行われました。
今年度は増見ゼミの斉藤君、稲川君による
フィリピン調査の報告でした。

懇親会は内田会長の挨拶にはじまり、近藤
顧問の乾杯の発声で懇親に移り、参加者全員

懇親会

海外研修報告

の一言の挨拶がありました。なお、今年度か
ら学生の海外研修報告を入れることになった
ため、各ゼミから二人ずつの代表が参加し、
ゼミでどんなことをしているのかとか、将来
の抱負を語るなどOBとの交流に花を咲かせ
ていました。

拓友賞は平成15年度卒業生では山田智英君
が選ばれました。宮崎賞は平成16年度には該
当者がありませんでした。

〔新　任〕
水野　正巳教授 京都大学大学院終了後、

農水省入省、農業総合研究所に勤務。英国ケ
ント大学大学院を修了され、政策研究調査官
で退官。国際文化論他を担当されます。
〔昇　格〕
増見　国弘先生が助教授から教授に昇格さ
れました。
〔退　任〕
嘉数　啓教授 国際経済学等を担当。琉球
大学副学長になられたため、退任されました。

（緒方　行廣）

学科の動き

拓友賞・宮崎賞

拓友賞の山田君

平成16年度新入生（スポーツフェスタにて）

内田会長挨拶

学生による海外研修報告
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平成16年度むつあい会総会は、平成16年６
月12日（土）15時より旧本館２階大会議室に
おいて開催されました。
総会は冨沢寿樹会長の挨拶で始まり、天野
六江（４期）を議長に選出して議事に入りま
した。事務局が平成15年度一般経過報告、冨
沢会長から補足説明と事業の詳細についての
報告がなされ、承認されました。続いて平成
15年度会計報告（滝沢章監査による監査報告
を含む）と、平成16年度会計予算案の審議に
入り、予算通り承認されました。引き続き、
むつあい会50周年記念行事計画案が審議さ
れ、原案が承認されました。
懇親会は17時より食堂棟２階の教職員食堂
で開催。百澤杲校友会長、本江一郎校友会事
務局長、河野英一短期大学部次長、校友会
11.分会長（または代理）および農学科関係
教職員のご臨席とむつあい会準会員10名の参
加を得て、会員相互の懇談と交流が続く中、
19時にお開きとなりました。

１）開催日時：平成17年（2005年）
10月22日（土）午後３時

むつあい会50周年記念行事概略

総会・懇親会の開催

２）開催会場：日本大学生物資源科学部
食堂棟３階バンケットホール

３）開催内容：式典（総会）・祝賀会を開催
４）記念事業：50周年記念誌発行、会員の住

所録更新、功労者の表彰
アトラクション、参加者全員
へのプレゼントなど

以上が記念行事計画の概略です。追って、
会員の皆様方には、ご案内を差し上げる手配
になっております。同期、先輩、後輩をお誘
いあわせのうえ、ご出席くださいますようお
願い申し上げます。

在籍学生数
４月に58名（女子34名、男子22名）の新入
生を迎えました。現在２年生は59名（女子36
名、男子23名）で合計118名の準会員が在籍
しています。
卒業生の進路
平成16年３月に57名（52期）が卒業して正
会員となりました。卒業生の進路は編入学が
31名（生物資源科学部へ23名、他大学は８名）、
専門学校８名、就職は９名、その他９名でした。
昇格
安齋 寛助教授は本年度４月に教授に昇格

されました。今後益 の々ご活躍が期待されます。

武田恭明教授（応用花学研究室）、渡辺慶
一教授（植物資源利用学研究室）、青山友雄
教授（環境情報工学研究室）、寺澤輝雄教授

研究室の構成

学科の近況

（植物生態学研究室）、浅野紘臣教授（環境生
態学研究室）、安斎寛教授（応用生物化学研
究室）、新町文絵専任講師（植物機能開発学
研究室）、原田晶子副手（実験準備室）、以上
７研究室１準備室、合計８名の教職員で構成
されています。

原稿の募集：50周年記念誌の原稿を広く会員
のみなさまから募集しております。学生時代
の思い出や体験、社会人になっての体験、人
生経験、わが家の経営、地域人として、その
他、何でも結構です。字数は500字～800字以
内。体裁は自由です。奮って応募下さいます
ようお願い申し上げます。
原稿問い合わせ：〒252-8510 藤沢市亀井野

1866 日本大学短期大学部
むつあい会事務局 会報編集幹事 寺澤輝雄
ホームページ
最新の研究室の活動ぶりなど以下のアドレス
で公開しております。ぜひご覧ください。
http://www.jha.brs.nihon-u.ac.jp/

（青山　友雄）

事務局より

む つ あ い 会
◇短期大学部農学科◇

連絡先　環境情報工学研究室
0466-84-3746 事務局長　青山　友雄
E-mail：aoyama@brs.nihon-u.ac.jp

生活環境学科校友会
◇短期大学部生活環境学科◇

連絡先　環境科学研究室
0466-84-3750 事務局長　飯塚　統
E-mail：kaken＠jha.brs.nihon-u.ac.jp

2003年度の総会・懇親会は、11月13日（木）
午後６時30分より渋谷クロスタワーのスカイ
レストランオスロにおいて開催されました。
31階からの美しい夜景を眺めながら、近況報
告や昔話に興じる光景が会場のあちらこちら
で見られ、楽しいひと時を過ごすことがでま
した。なお懇親会では恒例のビンゴゲームの
ほか、本学科卒業生でシンガーソングライタ

2003年度校友会総会・
懇親会の開催

ーとして活躍しているてつろうさんによる弾
き語りが行われました。てつろうさんには昨
年も歌っていただきましたが、今回もぜひ歌
を聞きたいとの要望が多く、コンサートを間
近にひかえている忙しい中、スケジュールを
やりくりして参加していただきました。仲間
たちがさまざまな分野で活躍している姿を目
の当たりにするのは、やはりうれしいことで
すし、また学生たちの励みにもなることでし
ょう。

卒業生
2004年３月に112名が無事卒業しました。

卒業後の進路は、生物資源科学部編入49名、
他大学編入12名、専門学校８名、就職14名、
その他はアルバイト・家事などでした。進学

は言うに及ばず、就職につい
ても、鶴屋吉信、中村屋、埼
玉中部農業共済組合、はまぎ
ん事務センター、第一生命情
報システムなど、堅実な所や
短大で学んだ事が活かせる企
業に進んでおり、確実に進路
実現を果たしています。やは
り短期決戦という短大の性格
のためか、学生のモチベーシ
ョンの高さがこのような好結
果を生んでいるのでしょう。
在学生
本年度の入試は昨年度と同

学科の近況

じく、1.7倍の倍率の中、４月には104名の新
入生が入学しました。生活環境学科としては
２年生と合わせて220名の学生が在籍してい
ます。なお今年の入学生は男子32名、女子72
名とまだ女子学生の優位が続いていますが、
５月29日に本学グラウンドで行われたスポー
ツフェスタの綱引き部門で一位になるなど、
男子学生も数少ないながら、しっかりと存在
感を示しています。
退　職
長年学生と教員の橋渡し役としてご尽力い
ただいた高橋充副手が退職されました。これ
からは家庭に入り、子育てに専念されるそう
です。学生が気軽に出入りし、いつもにぎや
かだった準備室のような、明るいご家庭を築
かれることをお祈りします。
新　任
高橋充副手の退任に伴い小泉
郁子副手が採用されました。若
さを武器として、積極的に学生
と関わっていくなど、これから
の活躍に期待しています。
事務局より
今年の総会・懇親会は11月13日に横浜中華
街の萬珍楼において実施いたします。飯塚先
生をはじめ諸先生方も皆様にお会いすること
を楽しみにしておりますので、ご友人とお誘
い合わせの上、是非ご参加ください。
会員の方々で住所変更や改姓がございまし
たら、お手数ですが上記までメールかお葉書
にてご一報ください。 （蒲原　義明）

小泉郁子
副手
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在　籍：現在応用生物科学科の在籍学生数は
578名（男子325名、女子253名）で、学年別
では、４年生140名、３年生158名、２年生
132名、１年生148名となっています。大学院
に関しては、応用生命科学専攻に在籍する本
学科の学生数は博士前期課程24名、博士後期
課程６名となっています。
退　職：小山鐵夫先生は平成15年10月をもっ
て定年退職されました。現在高知県立牧野植
物園園長としてご活躍をされています。別府
輝彦先生は平成16年３月をもって日本大学生
物資源科学部を定年退職され、現在、日本大

応用生物科学科の近況

学総合科学研究所教授としてご活躍をされて
います。学科の発展と学生の教育にご尽力を
いただきました両先生に心より御礼を申し上
げます。今後の益々のご活躍をお祈り申し上
げます。
昇　格：本年４月１日付で内山寛先生（植物
細胞学研究室）が助教授に昇格されました。
岩淵範之先生（分子微生物学研究室）は本年
度短期大学部農学科の専任講師として赴任さ
れました。両先生の今後の更なるご活躍が期
待されます。
新　任：本年４月１日付で生命工学研究室に
本学科の卒業生である高野英晃助手が着任さ
れました。今後のご活躍が期待されます。
研究室の再配置：２年がかりの研究室の再配
置が昨年の秋に完了いたしました。やっと落
着いた環境で研究実験が再開されています。
各研究室の所在についてですが、分子微生物
学研究室と生体分子学研究室は４号館２階、
核酸科学研究室、生体制御科学研究室、植物
細胞学研究室、蛋白質科学研究室、動物細胞
学研究室は４号館３階にあります。生命工学
研究室は主に生命科学センターの２階で研究
を行っているが、４号館２階にも研究室があ
ります。
研究室の再配置に伴って、学生実験室のリ
フォームも行われ、AV機器が装備されました
(写真)。また、学生実験のための準備室も設
けられ、実験用の機器や器具などが置かれて
います。

卒業生の皆様、機会がございましたら、お
誘い合わせのうえ、是非一新した応用生物科
学の研究室と学生実験室を見学しにおいでく
ださい。きっと変貌した学部と学科の姿に驚
かれると思います。

昨年３月に実施したアンケート調査の結果
に基づいて、応用生物科学科校友会総会は２
～３年に一度開催することとなっています。
事務局としては来年度の総会開催に向けて、
今年度中にアンケート調査を実施し、会員の
皆様方がどのような総会を望んでいるのか、
校友会に対して何を期待しているのかなどに
ついて把握していきたいと考えています。ご
協力お願いいたします。
既に会員の皆様方にはお知らせというかた
ちで校友会の由来、目的と現状について説明
をさせていただきました。皆様のご理解をい
ただけましたでしょうか。校友間の絆を深め
るために、事務局では、今後とも、できる限
り会員の皆様の疑問や質問に答え、要望にも
応えていきたいと考えています。応用生物科
学科校友会が発展するためには、会員の皆様
方の積極的なご参加は不可欠であります。ど
うか校友会の運営や活動について多数のご提
案をお寄せください。
最後に、住所変更、改姓、問合せ等ござい
ましたら、お手数ですが、事務局にご連絡く
ださい。 （司馬　肇）

事務局より

応用生物科学科校友会
◇応用生物科学科◇

連絡先　蛋白質科学研究室
0466-84-3700 事務局長　司馬　肇
E-mail：chang@brs.nihon-u.ac.jp

支 部 だ よ り

平成15年度校友会会計決算および
平成16年校友会会計予算

本年７月17日仙台市駅東口「仙台ガーデン
パレス」にて、設立総会が開かれました。
来賓として学部校友会会長の茂澤 杲氏、学
部校友会事務局長本江一郎氏、そして、山形
支部の副支部長 小松文嗣氏にご臨席を賜り、
22名での和やかなスタートを致しました。
総会は発起人代表の小野が議長役となり、

①支部役員選任について、②支部規約につい
て、③支部役員選任について、を上程し、原
案通りで承認をいただきました。

連絡先　〒９８１－３１３１
仙台市泉区七北田字町31

小野事務所　小野　隆
ＴＥＬ：０２２－３７２－４６３７
ＦＡＸ：０２２－３７４－８８４４
E-mail：takashi@enax.net

宮城県支部設立なる

学生実験室（旧421.422実験室）
の全景

教卓脇にあるAV機器
コントロールパネル

平成15年度日本大学生物資源科学部校友会会計決算 
（収入の部） 

予　算 科　　目 

収入合計 

１．前年度繰越金  
２．入　　会　　金 
３．預　金　利　子 
４．雑　　収　　入 

5,381,615
16,640,000

5,000
3,385

22,030,000

決　算 
5,381,615

17,108,000
36
0

22,489,651

差　異 
0

△468,000
4,964
3,385

△459,651
（支出の部） 

予　算 科　　目 

支出合計 

１．分 会 交 付 金
２．経　　常　　費
1)人 　 件 　 費
2)本 部 分 担 金
3)事 務 局 運 営 費
4)通 　 信 　 費
5)会 　 合 　 費
6)交 　 際 　 費
7)交 　 通 　 費
３．事　　業　　費
1)名 簿 積 立 金
2)会 報 作 成 費
3)会報委員会運営費
4)名簿委員会運営費
5)記 念 事 業 費
6)名簿作成準備費
7)準 会 員 対 応 費
8)会 長 賞 記 念 品
9)基 金 積 立 金
４．予　　備　　費
当 年 度 支 出 合 計
５．次年度繰越金  

8,320,000
8,470,000
2,500,000

470,000
800,000

2,600,000
1,000,000

800,000
300,000

3,600,000
0

2,000,000
100,000
100,000
200,000
100,000

1,000,000
100,000

0
1,640,000

22,030,000
0

22,030,000

決　算 
8,309,350
7,006,015
2,177,470

470,000
656,871

2,442,349
139,273
605,500
514,552

2,548,222
0

1,674,422
53,800

0
200,000

0
620,000

0
0
0

17,863,587
4,626,064

22,489,651

差　異 
10,650

1,463,985
322,530

0
143,129
157,651
860,727
194,500

△214,552
1,051,778

0
325,578
46,200

100,000
0

100,000
380,000
100,000

0
1,640,000
4,166,413

△4,626,064
△459,651

平成16年度日本大学生物資源科学部校友会会計予算 
（収入の部） 

平成16年度科　　目 

収入合計 

１．前年度繰越金  
２．会　　　　　費 
３．預　金　利　子 
４．雑　　収　　入 

4,626,064
23,400,000

1,000
2,936

28,030,000

平成15年度 
5,381,615

16,640,000
5,000
3,385

22,030,000

差異増減△ 
△755,551
6,760,000
△4,000
△449

6,000,000
（支出の部） 

平成16年度 科　　目 

支出合計 

１．分 会 交 付 金
２．経　　常　　費
1)人 　 件 　 費
2)本 部 分 担 金
3)事 務 局 運 営 費
4)通 　 信 　 費
5)会 　 合 　 費
6)交 　 際 　 費
7)交 　 通 　 費
３．事　　業　　費
1)名 簿 積 立 金
2)会 報 作 成 費
3)広報委員会運営費
4)総務委員会運営費 
5)財務委員会運営費
6)記 念 事 業 費
7)名簿作成準備費
8)準 会 員 対 応 費
9)会 長 賞 記 念 品

10)基 金 積 立 金
４．予　　備　　費 

11,790,000
9,170,000
2,500,000

470,000
800,000

2,600,000
1,000,000

800,000
1,000,000
5,200,000

0
2,000,000

100,000
100,000
100,000
200,000
100,000

1,500,000
100,000

1,000,000
1,870,000

28,030,000

平成15年度 
8,320,000
8,470,000
2,500,000

470,000
800,000

2,600,000
1,000,000

800,000
300,000

3,600,000
0

2,000,000
100,000
100,000

0
200,000
100,000

1,000,000
100,000

0
1,640,000

22,030,000

差異増減△ 
3,470,000

700,000
0
0
0
0
0
0

700,000
1,600,000

0
0
0
0

100,000
0
0

500,000
0

1,000,000
230,000

6,000,000

７月10日学部校友会総会で承認された校友
会会計決算および予算を掲載しました。
平成16年度の校友会予算での変更点以下の
ようになります。
１）収入の部の「入会金」の名称を「会費」
としました。これは、本部よりの還付金
が収入の柱になったことによります。

２）会費収入が増加したのに伴い、「分会交
付金」の増額、「基金積立金」を復活し
ました。

３）事業費に校友会会則改正による「広報委
員会運営費」、「総務委員会運営費」、「財
務委員会運営費」を新たに設けました。

初めての役員就任は以下の通りです。
支部長　小野　隆（食品工学・昭和41年）
副支部長 千葉　達（畜　　産・昭和43年）
副支部長 野村勝彦（農　　学・昭和35年）
幹　事　関　典大（農　　学・昭和49年）
幹　事　鎌田雅敬（農芸化学・昭和52年）
幹　事　田中啓雄（獣　　医・昭和51年）
幹　事　小松　繁（畜　　産・昭和48年）
幹　事　持丸　祐（食品経済・昭和60年）
幹　事　武藤　正（林　　学・昭和28年）
幹　事　飯塚晃朗（水　　産・昭和41年）
幹　事　菊地龍雄（農業工学・昭和50年）
幹　事　田代　裕（食品工学・昭和47年）
幹　事　櫻田　昇（拓　　植・昭和47年）
幹　事　朝比奈敬貴（応用生物・平成10年）
総会の後、第二部では、山形県支部副支部
長の小松文嗣氏をスピーカーに迎え「校友会
山形支部の活動状況について」を演題にして、
ご教導をいただきました。
第三部の設立祝賀会では、参加された会員
諸兄の熱意がほとばしり、今後の活動、運営
が活発になるよう期待が込められ、楽しい一
夜を過ごしました。
最後に日大節を全員で大きな声で歌い、盛
会裡に終了し、散会となりました。

（小野　隆）
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平成16年２月21日（土）上山温泉月岡ホテ
ルで会員29名出席、本部より茂澤会長及び酒
井健夫教授、地元からは日本大学山形高等学
校坂野校長及び日本大学校友会山形県支部役
員等の来賓をお迎えして、第12回山形県支部
総会が開催されました。
総会は、議長に若手の黒坂治氏（平成元年、
森林資源学科卒）を選出し、提案された会務
報告、会計報告、収支予算（案）等が全て原
案どおり可決決定されて終了しました。
総会終了後に毎年実施している各学科持ち
回りの会員による講演が一巡したため、今年
は、獣医学科酒井健夫教授にお願いし、BSE
問題審議等で大変ご多忙の中、やり繰りして
駆けつけていただきました。
演題は「なぜ発生するか動物と人の共通感
染症」であったが、ご講演いただく段になり
先生ご持参のパソコンと地元調達の液晶プロ
ジェクターの接触が不能で映写出来ないハプ
ニングがあり、急遽別の液晶プロジェクター
を取り寄せることとなり、酒井教授には大変
ご迷惑をお掛けしました。
例年出席者数の多くない獣医学科卒業会員
も、今年は酒井教授のご講演とあって最も多
く出席してくれました。
液晶プロジェクターが会場に届くまでの

間、本部の茂澤会長及び日大山形高校の坂野
校長から、時間繋ぎとして大変内容のあるお
話を賜った。
懇親会は、来賓の工科系校友会長長瀬健一
山形県副支部長から、支部の活動状況をお聞
きし乾杯となりました。
各学年毎の自己紹介は毎年実施してはいる
ものの毎年同じ事は無く、坂野校長も仲間に
入ってのスピーチもあったりして盛り上がり
ました。
最後に、参加者全員による校歌の斉唱で宴
が閉じられました。 （小松　文嗣）

山梨県支部は、平成15年10月11日（土）午
後４時より、JR中央本線石和温泉駅前通り
「旅館」糸柳において、県支部理事会を開き、
平成17年10月に開催予定の県支部総会の内容
について協議致しました。特に次回支部総会

連絡先　〒４０５－００１７
山梨市下神内川１８７－１

支部長　小越　昭雄
ＴＥＬ：０５５３－２２－２４００

山梨県支部の近況

連絡先　〒９９０－２４３３
山形市鳥居が丘４－５５

日本大学山形高等学校内　池田卓郎
ＴＥＬ：０２３－６４１－６６３１
ＦＡＸ：０２３－６４１－６６３４
E-mail：t-ikeda@ymgt.hs.nihon-ac.jp

山形県支部の近況
は支部創立20周年の記念総会となりますので
大学側からの来賓と多くの会員の参加をえ
て、盛大な総会になりますよう願っておりま
す。大学のご指導と情報を頂きながら、県支
部の運営と活動に会員の力を結集して行きた
いと考えております。又、議題に役員改選が
あります。支部長から理事まで大幅な改選と
なりますが新支部長を中心として頑張って下
さることを衷心よりお願い致します。

（小越　昭雄）

会長就任あいさつ
平成15年度総会において会長に就任致しま
した秋元でございます。
私は初代会長佐々木先輩よりお誘いを受

け、この会の創設に参画し、役員一員として
運営に参加して参りました。初期の頃のよう
な勢いはなく、少々の停滞を致している状態
です。このような難しい次期に２代会長を引
き受けられ、会の隆盛のために尽力されまし
た高坂先輩には会を代表して心より感謝申し
上げます。
校友の心をどのようにとらえるか、答えの
見つからない状態ですが、私は学部存在県の
校友会としては、維持し継続をしていくこと
が、最も大事な存在意義ではないかと考えて
おります。
会員の皆様方のご協力を頂き若き世代の会
員の方々に、お渡し出来ますように運営した
いと思っております。
最後に会員のご健勝とご幸運をお祈り申し
上げ、ご挨拶と致します。（会長・秋元美治）

連絡先　〒２５２－８５１０
藤沢市亀井野１８６６

日本大学短期大学部　環境生態学研究室
事務局長　浅野　絋臣
ＴＥＬ：０４６６－８４－３７４７
E-mail：asano@brs.nihon-u.ac.jp

神奈川・生物資源科学部部会

去る８月28
日（土）高知
市の料亭「葉
山」において、
第16回高知県
支部が開催さ
れました。台
風16号接近の
ため残念ながら当日参加できなくなった会員
も数名ありましたが、ご来賓の茂澤本部校友
会会長、農芸化学科の隅田助教授、特別会員
の高坂鉄雄先生、神奈川県支部よりご参加の
寺地氏を県内各地から集まった校友が囲み18
名の出席者となりました｡
総会は中西支部会長挨拶、平成15年度事業
および収支決算報告、平成16年度活動方針お
よび予算と滞りなく進み、引き続いてご来賓
からのお祝いのことばを頂戴致しました。茂
澤会長からは「改革を進めるには謙虚な有言
実行がふさわしい」と３年目となった本部校
友会改革についてのお話。隅田先生にはスラ
イドをご持参いただき現在の大学組織・設
備・活動についてわかり易く詳しくご紹介い
ただきました。高坂先生からは今回高知県立
牧野植物園を訪れ小山鐵夫先生とお会いし
て、植物を専攻する学生には是非この植物園
を見てほしいと感じ、本学と牧野植物園や高
知大学との連携の可能性を提案していきたい
とのお話をいただきました。
続いて長崎収夫前校友会高知県支部会長の
乾杯で懇親会が開催されました。隅田先生は
高知県のご出身で同じ研究室卒業の会員も数
人参加しており、賑やかにあちこちで笑いの
輪が出来ました。そこそこお酒もはいったと
ころで来賓の寺地氏を含めた全員で楽しく自
己紹介などもおこないました。
最後に全員で校歌を斉唱し、岡林支部理事
の音頭で日本大学にエールを送ってお開きと
なりました。 （前川　卓也）

連絡先　〒７８０－００８４
高知市南御座９－１９

事務局　前川　卓也
ＴＥＬ：０８８－８８０－０５３８
E-mail：maekawa@mb.inforyoma.or.jp

高知県支部

平成４年　大学院農学研究科農芸化学専攻修了
大森　隆司

私は平成４年、㈱資生堂に総合職（研究職）
として入社いたしました。資生堂には約２万
人の従業員がおり、その中で国内外の研究所
には約500人の研究員がいます。資生堂は化
粧品メーカーですが、医薬品、食品等の各種
事業も行なっているため研究員には化学、生
物、薬学、理工学等、様々な分野の出身者が
おります。入社当時は製品研究所という部署
に配属され、そこでは洗浄料、制汗剤、乳液
等の製品化研究を約６年間行なっていまし
た。はじめて自分が処方設計した製品がCM

モノ創り研究の楽しさ に流れたときや、市場に出たときの感動は今
でも忘れられません。そして1998年からは基
礎研究部門に異動し、現在はマテリアルサイ
エンス研究センター・界面科学研究所に所属
し、主に新素材・新基剤の開発や界面科学の
基礎研究に従事しております。学部、大学院
時代での研究室では微生物や酵素に関連する
生物学的研究を行なっていましたが、資生堂
では化学的研究が中心となっております。学
生時代と異なる分野の研究となるため戸惑い
も多々ありますが、農芸化学というその名の
通り生物・化学の両方学ぶことが出来たおか
げで視野を広げることができ、そのため様々
な研究をしても柔軟に対応できていると思っ
ています。

校 友 だ よ り

山形県支部理事会に出席された方々

平成15年度　総会・懇親会（右端が会長）
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研究員は毎年研究テーマを設定し、そのア
ウトプットを求められますので厳しい面もあ
りますが、その分やり遂げたときの充実感は
相当なものです。最近私は資生堂オリジナル
開発素材として、「アクアインプール（化学
名：ポリオキシエチレンポリオキシプロピレ
ンランダム共重合体ジメチルエーテル）」と
いう新規成分の分子設計や、その応用開発に
成功しました。その結果化粧水や美容液等の
スキンケア製品や、口紅をはじめとしたメー
キャップ製品等で幅広く配合されています。
また本素材については現在50を超える特許を
出願しています。このような研究成果は製品
応用、特許出願以外にも、国内・海外での学
会発表、そしてセミナー講師等でアピールし
ています。
化粧品のような「モノ創り」は、研究すれ
ばするほど非常に興味深い分野であると思い
ます。今後生物資源科学部の後輩達と一緒に
「モノ創り」できることを祈っています。

昭和41年　食品製造工学科卒業
栢　　英彦

チーズは牛乳を原料とする保存食品の一つ
です。牛乳の漬物がチーズです。牛乳は栄養
価が高く、微生物にとって格好のエサです。
保存性が効かないのです。保存性を増すため
には水分を減らせばよいのです。牛乳には乳
由来の乳酸菌があります。温度条件が整えば
増殖し、乳酸を産生し、乳中の蛋白質が凝固
します。それがヨーグルトです。それから人

「牛乳の漬物」＝「チーズ」？

為的に水分を除いたのがチーズです。蛋白質
が凝固したものという意味でチーズ、ケーゼ
と言われます。それを型に入れたので、フラ
ンスではフロマージュと言います。
乳酸菌の働きと食塩を加えることで美味し
さ（旨さ）や保存性が増します。原料が野菜
かミルクの違いです。保存期間の長短に合わ
せ食べることが出来るのがチーズですし、漬
物です。浅漬けですと素材の新鮮な香りや色
合いと歯触りを、時間をかけた古漬けは風味
が増し重厚な味わいを楽しめます。
世界には牛乳だけでなくヤギ、ヒツジ、水
牛の乳で作られたチーズがあります。日本は
世界の食材が手に入る不思議な国です。従っ
て、多くの種類のチーズを購入することが出
来ます。チーズを介して、各国のチーズを、
食卓で、新たな出会いに感激し、素敵な仲間
と楽しんで頂けたらと思います。チーズ文化
の普及活動に頑張っている今日この頃です。

平成９年度　応用生物科学科卒業
平成14年度　博士（生物資源科学）取得

小林　　護
先天的・後天的要因による組織欠損に対す
る有効な治療法として期待される再生医療。
「再生医療」をキーワードにインターネット
検索しますと、実に320000件ものページが該
当し、各方面からの注目度の高さを伺い知る
ことができます。
私は、佐藤嘉兵教授の下で６年間、生殖・
発生学を学び、現在は東邦大学医学部 SRL代

再生医療への貢献

謝病再生医学講座助手
として再生医療分野の
研究に携わっておりま
す。それまで学んだ生
殖・発生学から再生医
学という全く異なるフ
ィールドへ足を踏み入
れ、初めは戸惑うこと
もありました。しかし、
ある細胞を別の細胞に性質を転換（分化）さ
せ、移植用細胞として用いるには、細胞の起
源や発生の過程を知り、理解することが重要
であるため、再生医学と発生学を切り離して
考えることができません。また発生学のみな
らず、免疫学や遺伝子工学、タンパク質工学
等の知識も要求されるため、学生時代に学ん
だ知識が役に立つ場面も多々あります。そし
て未だに、生化学辞典と医科生理学展望には
お世話になっております。
私の講座では分娩時に廃棄される羊膜に着
目し、羊膜より多分化能細胞を分離・培養し、
新規移植用細胞として再生医療へ利用するこ
とをコンセプトに研究を行っております。再
生医療研究は、日々進歩しており、新しい情
報・知識に追い付くのが大変なのも事実です
が、羊膜を利用する試みは世界的にも類を見
ず、自分の研究に対して非常にやり甲斐を感
じております。今後も、自分の研究を通して
再生医療への貢献ができればと思っております。
最後になりましたが、応用生物科学科教員
の皆様と卒業生の皆様が益々ご発展、ご活躍
されますことをお祈り申し上げます。
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